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はじめに 
 

１．調査の目的 

 平成23年度に策定した「高鍋町男女共同参画プラン【改訂版】」が目標年度を迎えたことから、新しいプラ

ンの策定に向けての基礎資料とするため、町民意識調査を実施した。 

 

 

２．調査の方法 

（１）調査対象 

 一般アンケート 

  高鍋町内在住の20歳以上の男女2,000人を無作為に抽出。 

 

 小中学生アンケート 

  高鍋東小学校、高鍋西小学校、高鍋東中学校、高鍋西中学校：357通 

 

（２）調査期間 

  平成２７年６月２２日～平成２７年７月１０日 

 

（３）調査方法 

 一般アンケート 

  郵送で調査票を配布、記入後返送 

 

 小中学生アンケート 

  学校で配布し、記入後回収 

 

３．回答数 

 一般アンケート 

  776通（配布2,000通）：回収率38.8％ 

 

 小中学生アンケート 

  357通：回収率100％ 

 

 

 ・一般アンケート回答者の内訳 

（単位：人） 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答 合計 

男性 21 40 23 49 83 67 1 284 

女性 37 55 53 69 132 88 2 436 

無回答 0 1 4 2 19 23 7 56 

男女合計 58 96 80 120 234 178 10 776 
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第１章 一般アンケート調査結果 
◯回答者の属性 
 ・回答者のうち、女性は 56.2％、男性は 36.6％となっている。 

 ・年代別では「60歳代」（30.2％）の割合が最も高く、次いで「70歳以上」（22.9％）となっている。 

 ・職業は、「無職」（24.5％）、「会社員・団体職員」（21.5％）の割合が高くなっている。 

 ・住まいは「6地区」の割合（22.3％）が高くなっている。 

 

 

１．性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.6% 56.2% 7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

男性 女性 無回答

7.5% 12.4% 10.3% 15.5% 30.2% 22.9%
1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答

13.4%

21.5%

6.2%

13.9%

0.8%

15.6%

24.5%

2.7%

1.4%

0% 20% 40%

自営業

会社員・団体職員

公務員

パートタイム

学生

専業主婦・主夫

無職

その他

無回答

全体

（n=776）



3 

４．お住まいの地区 

 

 

 

 

 

 

7.1%

1.4%

9.7%

5.4%

9.5%

22.3%

13.1%

14.6%

4.5%

4.1%

5.8%

0.9%

1.5%

0% 20% 40%

１地区

２地区

３地区

４地区

５地区

６地区

７地区

８地区

９地区

１０地区

１１地区

わからない

無回答

全体

（n=776）
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１．結婚や家庭生活について 

 
問１．あなたは結婚されていますか？ 
 ・「結婚している人」は７割となっている。 

 ・男女別でみると、「結婚している人」の割合は男性で74.6％、女性で68.8％となっている。 

 
・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.5% 13.7% 14.6%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

結婚している 結婚していない 離別・死別した 無回答

74.6%

68.8%

15.8%

13.3%

8.5%

17.0%

1.1%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

結婚している 結婚していない 離別・死別した 無回答

55.8%

71.0%

76.5%

74.7%

38.3%

15.0%

6.0%

1.7%

5.8%

13.5%

15.8%

21.9%

0.5%

1.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

結婚している 結婚していない 離別・死別した 無回答
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問２．結婚に対する考え方A・Bについて、あなたの考え方に近いものを選んでください。 

A．女性は結婚して子どもを持ったほうが良い 
 ・「賛成」「どちらかといえば賛成」の割合は71.3％で前回（76.5％）とほぼ同じとなっている。男女別でも

同じ傾向を示している。 

 ・年代別では、年代が高くなるにつれて「賛成」の割合が高くなっている。 

 
・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.8%

42.4%

22.2%

28.7%

25.4%

26.8%

0.4%

0.7%

0.9%

5.3%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答

22.1%

35.0%

50.9%

70.2%

26.6%

31.0%

25.6%

19.1%

48.7%

28.5%

20.9%

7.9%

1.3%

0.5%

0.4%

0.0%

2.0%

1.3%

3.0%

2.1%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答

45.4%

52.0%

25.9%

24.5%

25.3%

20.6%

0.5%

0.2%
0.5%

0.6%

2.4%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年調査

（n=776）

H22年調査

（n=845）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答
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B．男性は結婚して一人前である 
 ・「賛成」「どちらかといえば賛成」の割合は46.2％であり、前回（50.7％）よりも4.5ポイント小さくなっている。 

 ・男女別では、男性の「賛成」「どちらかといえば賛成」が女性より12.9ポイント上回っている。 

 ・年代別では、年代が上がるにつれて「賛成」の割合が高くなっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.4%

18.6%

21.1%

22.0%

34.2%

37.6%

3.5%

5.5%

6.0%

4.6%

2.8%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答

9.7%

16.5%

25.6%

44.9%

12.3%

23.5%

27.8%

18.0%

55.2%

43.0%

29.9%

17.4%

9.1%

5.0%

3.8%

2.2%

11.0%

5.5%

3.0%

1.7%

2.6%

6.5%

9.8%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答

24.6%

29.0%

21.6%

21.7%

35.2%

36.8%

4.8%

3.3%

4.9%

3.9%

8.9%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年調査

（n=776）

H22年調査

（n=845）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答
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問３．あなたは離婚についてどのように考えますか。あなたの考え方に近いものを選んでく

ださい。 
 ・「離婚を考えるほどの問題があるのなら離婚すべきである」がトップ（44.7％）であり、全体的に前回と同じ

傾向となっている。 

 ・男女別でみると、男女とも「離婚を考えるほどの問題があるのなら離婚すべきである」がトップであるが、女

性（54.6％）が男性（33.8％）を大きく上回っている。 

 ・年代別でみると、「離婚を考えるほどの問題があるのなら離婚すべきである」が世代が若くなるにつれて、

その割合が高くなっている。 

 
・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

30.3%

15.6%

20.1%

13.8%

7.0%

9.9%

33.8%

54.6%

7.4%

5.3%

1.4%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

夫婦は、一緒にいるべきである

なるべくなら我慢して、離婚しない方がよい

離婚するなら、子どもが成長するのを待ってからすべきである

離婚を考えるほどの問題があるのなら離婚すべきである

わからない

無回答

21.8%

23.2%

16.6%

15.5%

8.8%

9.6%

44.7%

44.9%

6.7%

6.0%

1.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年調査

（n=776）

H22年調査

（n=845）

夫婦は、一緒にいるべきである
なるべくなら我慢して、離婚しない方がよい
離婚するなら、子どもが成長するのを待ってからすべきである
離婚を考えるほどの問題があるのなら離婚すべきである
わからない
無回答
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・年代別 

 

 

10.4%

11.0%

24.4%

40.4%

11.7%

12.5%

19.7%

21.3%

14.3%

10.0%

5.6%

6.7%

53.9%

56.0%

44.9%

25.3%

9.1%

9.0%

5.6%

3.4%

0.6%

1.5%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

夫婦は、一緒にいるべきである

なるべくなら我慢して、離婚しない方がよい

離婚するなら、子どもが成長するのを待ってからすべきである

離婚を考えるほどの問題があるのなら離婚すべきである

わからない

無回答
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問４．現在、夫婦共働き（パート、アルバイト、内職等を含む）ですか。 

（結婚されている人（事実婚の人も含む）のみ） 
 ・「共働き」の割合が44.2％で前回を5.6ポイント下回っている。 

 ・共働きの割合は「40・50代」が最も高く（76.0％）、「60代」も30.2％となっている。「20・30代」では「夫のみ

働いている」の割合も36.0％と他の年代よりも高くなっている。 

 
・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・年代別 

 

 

23.4%

23.9%

18.8%

23.9%

20.1%

27.6%

6.6%

5.4%

23.4%

14.4%

5.9%

3.3%

1.8%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27年調査

（n=547）

H22年調査

（n=606）

共働きである（２人とも正社員などフルタイム）

共働きである（１人はパートやアルバイト、内職等の仕事）

夫のみ働いている

妻のみ働いている

どちらも仕事についていない

その他

無回答

37.2%

40.1%

16.8%

5.3%

25.6%

35.9%

13.4%

4.5%

36.0%

16.2%

23.5%

9.8%

3.5%

12.8%

6.0%

2.1%

29.1%

52.6%

1.2%

0.7%

3.9%

16.5%

1.4%

0.6%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

共働きである（２人とも正社員などフルタイム）

共働きである（１人はパートやアルバイト、内職等の仕事）

夫のみ働いている

妻のみ働いている

どちらも仕事についていない

その他

無回答
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・男女別 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.0%

23.3%

19.8%

18.3%

20.3%

21.0%

6.1%

6.7%

24.1%

21.0%

3.8%

7.3%

0.9%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=212）

女性

（n=300）

共働きである（２人とも正社員などフルタイム）

共働きである（１人はパートやアルバイト、内職等の仕事）

夫のみ働いている

妻のみ働いている

どちらも仕事についていない

その他

無回答
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問５．あなたのご家庭では、次のような家庭内の仕事を主にどなたがしていますか。 

（結婚されている人（事実婚の人も含む）のみ） 
 ・「イ 掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」「ウ 日々の家計の管理をする」「エ 育児、子どものし

つけをする」「オ 学校の行事に参加する」は「妻が行っている」が第1位となっている。 

 ・「カ 地域の行事に参加する」は夫婦が同程度となっている。 

 ・「ク 高額の商品や土地・家屋の購入を決める」「ケ 家庭の問題における最終的な決定をする」は夫の割

合が最も高い。 

 ・上記の状況は「共働き家庭」・「非共働き家庭」においても概ね同じ傾向となっている。 
 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0%

83.9%

75.5%

44.4%

40.0%

30.3%

27.8%

5.7%

8.4%

20.1%

8.8%

7.5%

21.0%

13.0%

25.2%

21.9%

35.5%

36.7%

62.3%

2.9%

13.2%

0.9%

3.5%

31.3%

3.1%

45.2%

47.3%

5.9%

1.8%
1.3%

20.8%

26.9%

8.6%

32.9%

6.9%

2.7%

5.7%

2.6%

2.6%

12.8%

16.6%

4.6%

14.3%

6.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）

（n=547）

イ 掃除、洗濯、食事の支度などの

家事をする

（n=547）

ウ 日々の家計の管理をする

（n=547）

エ 育児、子どものしつけをする

（n=547）

オ 学校の行事に参加する

（n=547）

カ 地域の行事に参加する

（n=547）

キ 親の世話・介護をする

（n=547）

ク 高額の商品や土地・家屋の

購入を決める

（n=547）

ケ 家庭の問題における最終的な

決定をする

（n=547）

妻が行っている 同程度分担している 夫が行っている その他 無回答
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＜共働き家庭・非共働き家庭の状況＞ 

 

◯共働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯非共働き 

 

 

 

 

3.0%

82.3%

75.3%

48.9%

46.3%

29.4%

24.2%

3.5%

6.9%

30.7%

12.6%

9.5%

29.4%

21.2%

30.7%

29.9%

45.0%

44.6%

62.3%

0.4%

12.6%

2.2%

3.0%

27.3%

3.5%

41.1%

42.4%

0.9%

2.2%
0.9%

12.1%

18.6%

9.1%

32.9%

5.6%

1.7%

3.0%

2.6%

1.7%

7.4%

10.8%

3.5%

9.5%

4.8%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）

（n=231）

イ 掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

（n=231）

ウ 日々の家計の管理をする

（n=231）

エ 育児、子どものしつけをする

（n=231）

オ 学校の行事に参加する

（n=231）

カ 地域の行事に参加する

（n=231）

キ 親の世話・介護をする

（n=231）

ク 高額の商品や土地・家屋の購入を決める

（n=231）

ケ 家庭の問題における最終的な決定をする

（n=231）

妻が行っている 同程度分担している 夫が行っている その他 無回答

7.5%

85.6%

75.8%

40.5%

35.0%

30.7%

30.1%

6.5%

8.8%

12.4%

6.2%

6.2%

15.4%

7.2%

21.2%

16.7%

28.8%

31.4%

63.4%

4.9%

14.1%

3.9%

35.0%

2.9%

49.3%

52.0%

9.8%

1.6%
1.6%

28.1%

34.0%

8.5%

34.0%

8.2%

3.6%

6.9%

1.6%

2.3%

16.0%

19.9%

4.6%

16.3%

7.2%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）

（n=306）

イ 掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

（n=306）

ウ 日々の家計の管理をする

（n=306）

エ 育児、子どものしつけをする

（n=306）

オ 学校の行事に参加する

（n=306）

カ 地域の行事に参加する

（n=306）

キ 親の世話・介護をする

（n=306）

ク 高額の商品や土地・家屋の購入を決める

（n=306）

ケ 家庭の問題における最終的な決定をする

（n=306）

妻が行っている 同程度分担している 夫が行っている その他 無回答
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問６．『問５』で答えた家庭の仕事の分担状況について、変えたい、変わってほしいと思う

ことがあれば選んでください。（複数回答）（※結婚されている人（事実婚の人も含む）のみ） 
 ・「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」の割合（19.6％）が高く第1位であるが、前回（45.7％）を大

きく下回っている。 

 ・また、男女とも「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」を第1位としているが、女性（26.3％）は男性

（11.3％）を大きく上回っている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「学校の行事に参加する」「家庭の問題における最終的な決定をする」は前回調査時選択肢なし 
 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.3%

9.4%

2.8%

5.2%

3.8%

1.9%

1.9%

0.5%

2.4%

26.3%

13.3%

7.7%

6.7%

6.7%

6.3%

2.7%

2.7%

1.3%

0% 20% 40%

掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

地域の行事に参加する

親の世話・介護をする

家計を支える（生活費を稼ぐ）

日々の家計の管理をする

育児、子どものしつけをする

家庭の問題における最終的な決定をする

学校の行事に参加する

高額の商品や土地・家屋の購入を決める

男性

（n=212）

女性

（n=300）

5.7%

19.6%

5.3%

4.6%

1.6%

11.7%

6.0%

1.6%

2.7%

15.7%

45.7%

11.0%

11.7%

23.3%

11.3%

2.3%

0% 20% 40% 60%

家計を支える（生活費を稼ぐ）

掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

日々の家計の管理をする

育児、子どものしつけをする

学校の行事に参加する

地域の行事に参加する

親の世話・介護をする

高額の商品や土地・家屋の購入を決める

家庭の問題における最終的な決定をする

H27年調査

（n=547）

H22年調査

（n=606）
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・年代別 

 

 

 

 

 

25.6%

5.8%

1.2%

11.6%

3.5%

8.1%

1.2%

2.3%

0.0%

21.8%

13.4%

9.2%

2.8%

4.2%

8.5%

2.1%

4.2%

0.7%

18.4%

10.6%

6.7%

8.4%

5.0%

1.1%

1.1%

0.0%

1.7%

15.8%

15.8%

5.3%

1.5%

7.5%

2.3%

6.8%

0.8%

3.8%

0% 20% 40%

掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

地域の行事に参加する

親の世話・介護をする

家計を支える（生活費を稼ぐ）

日々の家計の管理をする

育児、子どものしつけをする

家庭の問題における最終的な決定をする

学校の行事に参加する

高額の商品や土地・家屋の購入を決める

20・30代

（n=86）

40・50代

（n=142）

60代

（n=179）

70代以上

（n=133）
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問７．家庭生活での夫婦の理想とする役割分担をどのように考えていますか。 
 ・「ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）」では「夫が行う」の割合が高くなっている（65.5％）。 

 ・一方、「イ 掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」「ウ 日々の家計の管理をする」では「妻が行う」

の割合が高くなっている。 

 ・上記以外の項目については、「同程度分担する」の割合が高くなっている。 

 ・以上のことは「共働き家庭」、「非共働き家庭」においても概ね同じ傾向となっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5%

61.6%

60.1%

22.8%

22.8%

11.0%

17.1%

3.1%

3.5%

24.4%

32.7%

28.1%

62.6%

60.2%

64.9%

68.4%

56.3%

54.8%

65.5%

1.5%

6.4%

2.2%

3.5%

16.5%

2.8%

32.0%

34.5%

5.7%

4.1%

5.4%

12.4%

13.5%

7.6%

11.6%

8.6%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）

（n=776）

イ 掃除、洗濯、食事の支度などの

家事をする

（n=776）

ウ 日々の家計の管理をする

（n=776）

エ 育児、子どものしつけをする

（n=776）

オ 学校の行事に参加する

（n=776）

カ 地域の行事に参加する

（n=776）

キ 親の世話・介護をする

（n=776）

ク 高額の商品や土地・家屋の

購入を決める

（n=776）

ケ 家庭の問題における最終的な

決定をする

（n=776）

妻が行う 同程度分担する 夫が行う 無回答
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＜共働き家庭・非共働き家庭の状況＞ 

 

◯共働き（結婚している人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◯非共働き（結婚している人） 

 

 

 

 

 

 

3.5%

55.8%

58.0%

18.6%

18.6%

10.4%

11.3%

2.2%

2.6%

29.4%

41.1%

32.5%

71.4%

68.8%

72.3%

76.6%

59.7%

58.9%

64.9%

0.9%

6.5%

2.6%

12.1%

3.5%

32.0%

35.1%

2.2%

2.2%

3.0%

8.2%

10.0%

5.2%

8.7%

6.1%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）

（n=231）

イ 掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

（n=231）

ウ 日々の家計の管理をする

（n=231）

エ 育児、子どものしつけをする

（n=231）

オ 学校の行事に参加する

（n=231）

カ 地域の行事に参加する

（n=231）

キ 親の世話・介護をする

（n=231）

ク 高額の商品や土地・家屋の購入を決める

（n=231）

ケ 家庭の問題における最終的な決定をする

（n=231）

妻が行う 同程度分担する 夫が行う 無回答

4.2%

70.9%

62.1%

27.1%

28.1%

12.4%

23.5%

3.3%

3.3%

20.3%

24.8%

25.2%

54.6%

50.7%

58.2%

60.5%

49.7%

50.0%

70.6%

2.0%

9.2%

4.9%

23.2%

3.3%

38.9%

40.2%

4.9%

2.3%

3.6%

14.7%

16.3%

6.2%

12.7%

8.2%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 家計を支える（生活費を稼ぐ）

（n=306）

イ 掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする

（n=306）

ウ 日々の家計の管理をする

（n=306）

エ 育児、子どものしつけをする

（n=306）

オ 学校の行事に参加する

（n=306）

カ 地域の行事に参加する

（n=306）

キ 親の世話・介護をする

（n=306）

ク 高額の商品や土地・家屋の

購入を決める…

ケ 家庭の問題における最終的な決定をする

（n=306）

妻が行う 同程度分担する 夫が行う 無回答
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問８．あなたは男性の家庭生活への参加を促進するために、どのようなことが必要であると

考えますか。あなたの考えに近いものを選んでください。 
 ・「男性の育児休業支援など、仕事と子育ての両立を支援する体制を整備する」の割合（30.8％）が最も高

くなっている。全体的に前回と比べて傾向に大きな差はみられない。 

 ・男女別でみると、「教育の場において男性の家庭生活への参加の必要性を教える」の割合（26.6％）は女

性で高くなっている。 

 ・年代別では若い世代ほど「男性の労働時間を短くして余暇を増やす」の割合が高くなっている。 

 ・「共働き家庭」では「教育の場において男性の家庭生活への参加の必要性を教える」が第1位（26.9％）で、

「非共働き家庭」（19.1％）を7.8ポイント上回っている。また、この項目については「共働き女性」の関心

（32.6％）が高くなっている。 

 

・前回調査との比較 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.1%

21.3%

12.6%

30.8%

3.2%

13.5%

6.4%

9.3%

23.6%

12.3%

29.7%

5.7%

14.3%

5.1%

0% 20% 40%

学習会や勉強会を行うなど、男性の家庭生活

への参加を促進するための啓発活動を行う

教育の場において男性の家庭生活への

参加の必要性を教える

男性の労働時間を短くして余暇を増やす

男性の育児休業支援など、仕事と子育ての

両立を支援する体制を整備する

その他

わからない

無回答

H27年調査

（n=776）

H22年調査

（n=845）
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・男女別 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・年代別 
 

 

 

 

 

11.3%

15.1%

17.6%

32.0%

3.2%

14.8%

6.0%

12.6%

26.6%

9.6%

31.2%

2.3%

11.9%

5.7%

0% 20% 40%

学習会や勉強会を行うなど、男性の家庭生活

への参加を促進するための啓発活動を行う

教育の場において男性の家庭生活への

参加の必要性を教える

男性の労働時間を短くして余暇を増やす

男性の育児休業支援など、仕事と子育ての

両立を支援する体制を整備する

その他

わからない

無回答

男性

（n=284）
女性

（n=436）

3.9%

21.4%

20.8%

36.4%

3.2%

11.7%

2.6%

13.0%

24.0%

15.0%

30.5%

3.5%

9.5%

4.5%

12.0%

19.2%

10.7%

32.1%

3.4%

15.8%

6.8%

18.0%

20.2%

5.6%

25.8%

2.2%

16.9%

11.2%

0% 20% 40%

学習会や勉強会を行うなど、男性の家庭生活

への参加を促進するための啓発活動を行う

教育の場において男性の家庭生活への

参加の必要性を教える

男性の労働時間を短くして余暇を増やす

男性の育児休業支援など、仕事と子育ての

両立を支援する体制を整備する

その他

わからない

無回答

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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・共働き・非共働き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・共働き（男女別） 
 

 

 
8.3%

20.8%

20.8%

28.1%

3.1%

15.6%

3.1%

13.2%

32.6%

11.6%

24.8%

2.3%

7.8%

7.8%

0% 20% 40% 60%

学習会や勉強会を行うなど、男性の家庭生活

への参加を促進するための啓発活動を行う

教育の場において男性の家庭生活への

参加の必要性を教える

男性の労働時間を短くして余暇を増やす

男性の育児休業支援など、仕事と子育ての

両立を支援する体制を整備する

その他

わからない

無回答

男性 共働き

（n=96）

女性 共働き

（n=129）

11.3%

26.9%

15.5%

26.1%

3.4%

10.9%

5.9%

13.9%

19.1%

11.8%

29.7%

3.9%

15.2%

6.4%

0% 20% 40% 60%

学習会や勉強会を行うなど、男性の家庭生活

への参加を促進するための啓発活動を行う

教育の場において男性の家庭生活への

参加の必要性を教える

男性の労働時間を短くして余暇を増やす

男性の育児休業支援など、仕事と子育ての

両立を支援する体制を整備する

その他

わからない

無回答

共働き

（n=238）

非共働き

（n=330）
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２．就業について 

問９．仕事と家庭生活・地域活動のバランスで望ましいものを教えてください。 
 ・「家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させる」の割合（52.6％）が最も高くなっている。 

 ・男女別では男性の62.0％が「家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させる」としている。女

性は「家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させる」が32.3％で男性（25.4％）を上回ってい

る。 

 ・また全年代において「家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させる」の割合が高くなってい

る。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6% 29.1% 6.8% 7.1%

1.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させる

家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させる

仕事にも携わるが、家庭生活または地域活動を優先させる

わからない

その他

無回答

62.0%

47.0%

25.4%

32.3%

4.9%

8.5%

4.9%

7.3%

0.7%

1.6%

2.1%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させる

家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させる

仕事にも携わるが、家庭生活または地域活動を優先させる

わからない

その他

無回答
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.5%

56.0%

53.4%

55.6%

39.6%

28.0%

29.1%

22.5%

5.8%

10.0%

6.4%

4.5%

7.1%

4.0%

6.8%

11.2%

1.3%

0.5%

1.7%

0.6%

2.6%

1.5%

2.6%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させる

家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させる

仕事にも携わるが、家庭生活または地域活動を優先させる

わからない

その他

無回答
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問10．一般に、男性も女性も仕事と家庭生活や地域活動を両立させるためには、特にどのよ

うなことが必要だと思いますか。（複数回答） 
 ・「育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備（代替要員の確保など）」の割合（44.7％）が

第1位で、「労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及」（32.0％）が第2位、「育児や介護のために退職

した職員の復職、または再就職が可能となるような制度の導入」（26.9％）が第3位となっている。 

 ・男女別、年代別でも概ね同じ傾向になっている。但し、「20・30代」は「金銭面での支援の充実（出産一時

金や育児休業・介護休業中の手当の増額など）」の割合（37.7％）が他の年代よりも高くなっている。 

 ・「共働き・非共働き」では、「全体」とほぼ同じ状況にあるが、第1位の「育児休業・介護休業制度を利用し

やすい職場環境の整備（代替要員の確保など）」において、「非共働き」が49.4％で「共働き」（39.9％）を

9.5ポイント上回っている。 

   一方、第2位の「労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及」では「共働き」が39.1％で「非共働き」

（25.5％）を13.6ポイント上回っている。※この2項目については、「共働き」と「非共働き」で明確な差異が

みられる。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.7%

32.0%

26.9%

24.7%

24.6%

24.4%

23.6%

22.0%

9.8%

1.5%

0% 20% 40% 60%

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など）

労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及

育児や介護のために退職した職員の復職、

または再就職が可能となるような制度の導入

柔軟な勤務制度の導入

（在宅勤務やフレックスタイム制度など）

保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など）

給与等の男女間格差の解消

「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識

の解消

金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業

・介護休業中の手当の増額など）

家庭や学校における男女平等教育

その他

全体

（n=776）
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・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.7%

33.5%

20.4%

27.5%

25.7%

23.9%

22.5%

27.8%

8.1%

1.8%

46.3%

33.3%

30.5%

23.4%

23.9%

25.0%

25.2%

18.8%

10.8%

1.4%

0% 20% 40% 60%

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など）

労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及

育児や介護のために退職した職員の復職、

または再就職が可能となるような制度の導入

柔軟な勤務制度の導入

（在宅勤務やフレックスタイム制度など）

保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など）

給与等の男女間格差の解消

「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識

の解消

金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業

・介護休業中の手当の増額など）

家庭や学校における男女平等教育

その他

男性

（n=284）

女性

（n=436）

45.5%

40.9%

17.5%

36.4%

20.8%

22.1%

29.9%

37.7%

3.2%

1.3%

44.5%

41.0%

27.5%

32.0%

26.0%

25.5%

24.0%

20.0%

8.5%

1.0%

45.3%

26.1%

30.3%

17.9%

27.8%

23.5%

19.2%

20.1%

13.7%

1.7%

44.4%

22.5%

30.3%

14.0%

23.6%

25.3%

23.0%

14.0%

12.4%

1.7%

0% 20% 40% 60%

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など）

労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及

育児や介護のために退職した職員の復職、

または再就職が可能となるような制度の導入

柔軟な勤務制度の導入

（在宅勤務やフレックスタイム制度など）

保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など）

給与等の男女間格差の解消

「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識

の解消

金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業

・介護休業中の手当の増額など）

家庭や学校における男女平等教育

その他

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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・共働き・非共働き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・共働き（男女別） 

 

 

39.9%

39.1%

23.5%

29.0%

24.4%

19.7%

23.1%

22.7%

7.6%

0.8%

49.4%

25.5%

28.5%

22.4%

26.4%

23.6%

23.3%

19.7%

9.4%

2.1%

0% 20% 40% 60%

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など）

労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及

育児や介護のために退職した職員の復職、

または再就職が可能となるような制度の導入

柔軟な勤務制度の導入

（在宅勤務やフレックスタイム制度など）

保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など）

給与等の男女間格差の解消

「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識

の解消

金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業

・介護休業中の手当の増額など）

家庭や学校における男女平等教育

その他

共働き

（n=238）

非共働き

（n=330）

36.5%

36.5%

13.5%

31.3%

31.3%

16.7%

17.7%

27.1%

6.3%

1.0%

43.4%

41.9%

30.2%

27.1%

19.4%

21.7%

27.9%

19.4%

7.8%

0.8%

0% 20% 40% 60%

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など）

労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及

育児や介護のために退職した職員の復職、

または再就職が可能となるような制度の導入

柔軟な勤務制度の導入

（在宅勤務やフレックスタイム制度など）

保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など）

給与等の男女間格差の解消

「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識

の解消

金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業

・介護休業中の手当の増額など）

家庭や学校における男女平等教育

その他

男性 共働き

（n=96）

女性 共働き

（n=129）
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問11．一般に、女性の就業について、あなたはどのように考えますか。 
 ・「子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い」（39.0％）、「子どもができたら仕事を辞め、子育てが終

わったら再び持つ方が良い」（38.4％）の割合が同程度となっている。 

 ・男女別においても回答に大きな差はみられない。 

 ・年代別では「20～50代」で「子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い」の割合が高いのに対し、

「60代以上」では「子どもができたら仕事を辞め、子育てが終わったら再び持つ方が良い」の割合が高く

なっている。 

 ・「結婚している人」は「子どもができたら仕事を辞め、子育てが終わったら再び持つ方が良い」がトップ

（40.8％）であるのに対し、「結婚していない人」は「子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い」がト

ップ（47.2％）となっている。 

 
・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5%

8.8% 39.0% 38.4%

0.5%

5.7%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

結婚するまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができるまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い

子どもができたら仕事を辞め、子育てが終わったら再び持つ方が良い

女性は仕事を持たない方が良い

その他

無回答

2.8%

4.8%

10.9%

7.3%

39.1%

40.1%

37.0%

39.7%

0.4%

0.5%

6.0%

5.5%

3.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

結婚するまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができるまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い

子どもができたら仕事を辞め、子育てが終わったら再び持つ方が良い

女性は仕事を持たない方が良い

その他

無回答
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・結婚している人・していない人（70歳以上を除く） 

 

2.6%

5.0%

4.3%

6.2%

11.0%

5.0%

7.7%

12.4%

46.1%

46.5%

34.2%

31.5%

26.0%

34.0%

47.9%

41.6%

1.3%

0.4%

0.6%

11.0%

9.0%

2.6%

1.1%

1.9%

0.5%

3.0%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

結婚するまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができるまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い

子どもができたら仕事を辞め、子育てが終わったら再び持つ方が良い

女性は仕事を持たない方が良い

その他

無回答

3.2%

5.7%

7.4%

8.5%

39.3%

47.2%

40.8%

29.0%

0.2%

1.1%

7.1%

6.8%

2.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚している人

（n=407）

結婚していない人

（n=176）

結婚するまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができるまでは、仕事を持つ方が良い

子どもができても、ずっと仕事を続ける方が良い

子どもができたら仕事を辞め、子育てが終わったら再び持つ方が良い

女性は仕事を持たない方が良い

その他

無回答
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問12．女性が結婚・出産後も職業を持ち、働き続けるためにはどのようなことが必要だと思

いますか。（複数回答） 
 ・「保育所等の整備・充実」の割合（48.7％）が第1位で、第2位「残業や休日出勤ができないことで不利益な

扱いをしない」（47.0％）、第3位「結婚・出産・介護などの都合でいったん退職した女性のための再雇用

制度を普及、促進する」（45.9％）となっている。 

 ・男女別では、女性で「残業や休日出勤ができないことで不利益な扱いをしない」の割合（53.2％）が第1位

となっている。特に「共働きの女性」は55.8％となっている。 

 ・年代別及び「共働き・非共働き」とも「全体」と概ね同じ傾向となっている。 

 
・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.7%

47.0%

45.9%

41.4%

39.4%

17.4%

15.6%

9.1%

1.3%

0% 20% 40% 60%

保育所等の整備・充実

残業や休日出勤ができないことで

不利益な扱いをしない

家族や夫の理解・協力

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職し

た女性のための再雇用制度を普及、促進する

育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の

両立ができる制度を充実する

男性の家事・育児・介護等への参加を

促すための取り組みを充実する

賃金の男女格差を改める

昇進・昇格の男女格差を改める

その他
全体

（n=776）
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・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.5%

39.8%

41.2%

42.3%

40.1%

13.7%

18.0%

10.9%

1.8%

45.9%

53.2%

47.9%

41.5%

42.0%

19.3%

14.0%

7.6%

0.9%

0% 20% 40% 60%

保育所等の整備・充実

残業や休日出勤ができないことで

不利益な扱いをしない

家族や夫の理解・協力

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職し

た女性のための再雇用制度を普及、促進する

育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の

両立ができる制度を充実する

男性の家事・育児・介護等への参加を

促すための取り組みを充実する

賃金の男女格差を改める

昇進・昇格の男女格差を改める

その他

男性

（n=284）

女性

（n=436）
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.9%

48.7%

46.8%

35.7%

44.8%

18.8%

14.3%

10.4%

3.2%

55.5%

54.5%

45.0%

39.0%

42.5%

20.0%

16.0%

8.0%

1.5%

46.2%

44.9%

47.0%

48.3%

38.0%

15.8%

13.2%

8.1%

0.4%

41.6%

40.4%

43.3%

39.9%

34.8%

15.2%

18.0%

10.7%

0.6%

0% 20% 40% 60%

保育所等の整備・充実

残業や休日出勤ができないことで

不利益な扱いをしない

家族や夫の理解・協力

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職し

た女性のための再雇用制度を普及、促進する

育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の

両立ができる制度を充実する

男性の家事・育児・介護等への参加を

促すための取り組みを充実する

賃金の男女格差を改める

昇進・昇格の男女格差を改める

その他

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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・共働き・非共働き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・共働き（男女別） 

 

 

 

 

 

49.0%

46.9%

44.8%

46.9%

39.6%

5.2%

17.7%

8.3%

2.1%

52.7%

55.8%

46.5%

45.7%

45.0%

18.6%

9.3%

6.2%

0.0%

0% 20% 40% 60%

保育所等の整備・充実

残業や休日出勤ができないことで

不利益な扱いをしない

家族や夫の理解・協力

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職し

た女性のための再雇用制度を普及、促進する

育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の

両立ができる制度を充実する

男性の家事・育児・介護等への参加を

促すための取り組みを充実する

賃金の男女格差を改める

昇進・昇格の男女格差を改める

その他

男性 共働き

（n=96）

女性 共働き

（n=129）

51.7%

52.1%

47.1%

46.6%

41.2%

13.0%

12.6%

7.1%

0.8%

46.4%

46.1%

44.8%

41.5%

37.6%

18.5%

14.5%

10.3%

1.8%

0% 20% 40% 60%

保育所等の整備・充実

残業や休日出勤ができないことで

不利益な扱いをしない

家族や夫の理解・協力

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職し

た女性のための再雇用制度を普及、促進する

育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の

両立ができる制度を充実する

男性の家事・育児・介護等への参加を

促すための取り組みを充実する

賃金の男女格差を改める

昇進・昇格の男女格差を改める

その他

共働き

（n=238）

非共働き

（n=330）
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問13．男性の育児休業取得率が低い理由は何だと思いますか。（複数回答） 
 ・「職場に取りやすい雰囲気がないから」の割合（55.4％）が第1位で、第2位「取ると仕事で周囲の人に迷

惑がかかるから」（41.1％）、第3位「休業補償が十分でないので、経済的に困るから」（35.7％）となってい

る。 

 ・男女別、年代別とも「全体」と概ね同じ傾向となっている。 
  

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

55.4%

41.1%

35.7%

16.1%

15.3%

13.8%

4.5%

1.0%

0% 20% 40% 60%

職場に取りやすい雰囲気がないから

取ると仕事で周囲の人に迷惑がかかるから

休業補償が十分でないので、経済的に困るから

仕事が忙しいから

周囲に取った男性がいないから

人事評価や昇給に影響があるから

育児・介護は女性の方が向いているので、

男性が取る必要はないから

その他

全体

（n=776）

52.8%

45.8%

32.7%

21.8%

13.0%

12.7%

4.6%

0.7%

58.3%

39.4%

37.2%

13.5%

17.7%

15.6%

4.4%

1.1%

0% 20% 40% 60%

職場に取りやすい雰囲気がないから

取ると仕事で周囲の人に迷惑がかかるから

休業補償が十分でないので、経済的に困るから

仕事が忙しいから

周囲に取った男性がいないから

人事評価や昇給に影響があるから

育児・介護は女性の方が向いているので、

男性が取る必要はないから

その他

男性

（n=284）

女性

（n=436）
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.1%

33.1%

33.1%

18.2%

24.0%

18.2%

5.2%

1.9%

55.0%

39.5%

30.5%

23.0%

24.5%

12.0%

3.5%

1.0%

58.5%

48.7%

44.9%

10.3%

9.0%

10.3%

3.4%

0.9%

50.6%

39.9%

30.9%

14.0%

6.7%

16.3%

6.7%

0.6%

0% 20% 40% 60%

職場に取りやすい雰囲気がないから

取ると仕事で周囲の人に迷惑がかかるから

休業補償が十分でないので、経済的に困るから

仕事が忙しいから

周囲に取った男性がいないから

人事評価や昇給に影響があるから

育児・介護は女性の方が向いているので、

男性が取る必要はないから

その他

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）



33 

問14．あなたの職場では次のような分野で、性別によって差があると思いますか。 

（現在働いている人） 
・全体的に「男女平等」の割合が高くなっているが、「キ 育児・介護休暇など休暇の取りやすさ」は「どちら

かといえば女性が優遇」の割合（24.6％）が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.0%

8.9%

8.4%

11.0%

6.6%

4.2%

18.0%

24.4%

19.9%

26.0%

19.4%

14.3%

0.9%

38.9%

40.0%

36.1%

29.0%

39.8%

47.5%

18.7%

4.4%

0.2%

4.0%

0.7%

0.7%

0.9%

24.6%

3.3%

0.2%

1.6%

18.3%

0.5%

0.2%

17.8%

15.5%

12.9%

16.4%

17.8%

17.1%

22.7%

12.9%

13.3%

13.6%

15.0%

15.2%

15.7%

15.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 募集・採用

（n=427）

イ 賃金・給与

（n=427）

ウ 仕事の内容（経営方針を含む）

（n=427）

エ 昇進・昇格

（n=427）

オ 能力評価（業績評価・人事考課など）

（n=427）

カ 研修の機会や内容

（n=427）

キ 育児・介護休暇など休暇の取りやすさ

（n=427）

男性の方が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇 男女は平等

どちらかといえば女性が優遇 女性の方が非常に優遇 どちらともいえない

無回答
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問15．現在の仕事と家庭生活・地域活動のバランスを教えてください。 

（現在働いている人） 
 ・「家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させている」の割合（58.5％）が最も高くなってい

る。 

 ・男女別では「家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させている」は男性が女性を17.1ポイン

ト上回っている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.5% 17.1% 7.5% 8.7% 8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いている人

（n=427）

家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させている

家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させている

仕事にも携わるが、家庭生活または地域活動を優先させている

わからない

無回答

68.2%

51.1%

16.5%

17.9%

1.7%

12.2%

7.4%

9.6%

6.3%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=176）

女性

（n=229）

家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させている

家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させている

仕事にも携わるが、家庭生活または地域活動を優先させている

わからない

無回答
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・年代別 

 

 

 

 

54.6%

62.5%

63.6%

34.4%

20.2%

18.5%

11.2%

18.8%

3.4%

10.1%

8.4%

6.3%

17.6%

5.4%

3.7%

9.4%

4.2%

3.6%

13.1%

31.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=119）

40・50代

（n=168）

60代

（n=107）

70代以上

（n=32）

家庭生活または地域活動にも携わるが、仕事を優先させている

家庭生活または地域活動と仕事を同じように両立させている

仕事にも携わるが、家庭生活または地域活動を優先させている

わからない

無回答
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３．地域・社会活動について 

問16．あなたは日頃から地域活動に参加（この1年間程度）していますか。（複数回答） 
 ・「町内会・自治会等の活動に参加している」の割合（45.7％）が最も高くなっている。「参加していない」は

31.6％となっている。 

 ・男女別でも上記と概ね同じ傾向となっている。 

 ・年代別では「20・30代」で「参加していない」の割合（54.3％）が半数を超えている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.7%

21.6%

12.1%

11.3%

10.2%

5.9%

1.8%

3.1%

31.6%

0% 20% 40% 60%

町内会・自治会等の活動に参加している

地域活動（自治会、子ども会、老人クラブ等）の役員である

青壮年団体・女性団体・老人クラブ等の活動に参加している

PTA活動に参加している

町内外のNPOやボランティア活動に参加している

子ども会などの青少年育成活動に参加している

消費者団体・生活協同組合等の消費者活動に参加している

その他

参加していない

全体

（n=776）

47.9%

25.0%

14.4%

9.9%

10.6%

4.9%

2.5%

2.8%

30.6%

44.7%

20.0%

10.3%

13.5%

9.4%

7.1%

1.1%

3.0%

32.6%

0% 20% 40% 60%

町内会・自治会等の活動に参加している

地域活動（自治会、子ども会、老人クラブ等）の役員である

青壮年団体・女性団体・老人クラブ等の活動に参加している

PTA活動に参加している

町内外のNPOやボランティア活動に参加している

子ども会などの青少年育成活動に参加している

消費者団体・生活協同組合等の消費者活動に参加している

その他

参加していない

男性

（n=284）

女性

（n=436）
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.7%

11.0%

7.1%

17.5%

7.1%

10.4%

0.6%

3.2%

54.5%

48.5%

25.5%

6.5%

26.5%

11.5%

11.0%

1.5%

2.5%

26.5%

50.4%

21.4%

13.7%

2.6%

8.5%

2.1%

2.1%

3.4%

27.4%

55.6%

27.5%

20.2%

1.1%

12.9%

1.7%

2.8%

2.8%

23.0%

0% 20% 40% 60%

町内会・自治会等の活動に参加している

地域活動（自治会、子ども会、老人クラブ等）の役員である

青壮年団体・女性団体・老人クラブ等の活動に参加している

PTA活動に参加している

町内外のNPOやボランティア活動に参加している

子ども会などの青少年育成活動に参加している

消費者団体・生活協同組合等の消費者活動に参加している

その他

参加していない

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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問17．地域社会の慣習等について、あなたの地域では次（下記ア～エ）のようなことはあり

ますか。 
 ・「ア 自治会、子ども会、老人クラブ等の役員・責任者」や「イ 地域の行事・催し物の企画・運営」では「男

性が多い」という回答が約半数となっている。 

 ・「ウ 清掃、草刈りなどの地域の作業は、女性が主に参加する」では、「いいえ」（38.3％）が「はい」

（11.7％）を上回っている。 

 ・また、「エ 防災・防犯・交通事故防止など安全安心活動は女性が主に参加する」では「いいえ」（30.7％）

が「はい」（10.1％）を上回っている。 

 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 自治会、子ども会、老人クラブ等の役員・責任者は男性が多い 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.6%

46.5%

11.7%

10.1%

9.3%

8.2%

38.3%

30.7%

34.4%

38.1%

43.9%

52.2%

7.7%

7.1%

6.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 自治会、子ども会、老人クラブ等の役員・責

任者は男性が多い

（n=776）

イ 地域の行事・催し物の企画・運営は男性が

中心になる

（n=776）

ウ 清掃、草刈りなどの地域の作業は、女性が

主に参加する

（n=776）

エ 防災・防犯・交通事故防止など安全安心

活動は女性が主に参加する

（n=776）

はい いいえ どちらとも言えない 無回答

54.9%

44.3%

9.5%

9.4%

29.9%

38.8%

5.6%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

はい いいえ どちらとも言えない 無回答
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イ 地域の行事・催し物の企画・運営は男性が中心になる 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 清掃、草刈りなどの地域の作業は、女性が主に参加する 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 防災・防犯・交通事故防止など安全安心活動は女性が主に参加する 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.2%

41.1%

7.4%

8.9%

33.8%

42.9%

4.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

はい いいえ どちらとも言えない 無回答

7.4%

12.4%

42.3%

36.2%

44.7%

45.9%

5.6%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

はい いいえ どちらとも言えない 無回答

9.2%

8.9%

34.2%

29.1%

51.1%

54.8%

5.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

はい いいえ どちらとも言えない 無回答
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問18．近年、女性の社会進出は進みつつあるものの、町議会議員、町の審議会委員、自治会

の役員、団体等の役員にはまだ女性は少ないのが現状です。 

政策の企画や方針決定の過程に女性が少ない理由は何だと思いますか。（複数回答） 
 ・「女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ない」（49.1％）、「女性自身の積極性が十分でな

い」（47.0％）、「女性の有識者や人材の不足」（38.7％）が上位3項目となっており、前回と比べてそれぞ

れ15.3ポイント、8.9ポイント、21.7ポイント増加している。 

 ・男女別では、女性は「女性自身の積極性が十分でない」が第1位（50.2％）となっている。 

 ・年代別では、「40・50代」は「家族の支援や協力が得られない」が38.5％で他の年代と比べて高くなってい

る。 

 ・「働いている人」も「全体」と概ね同じ傾向となっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.8%

44.7%

37.3%

32.0%

27.1%

21.8%

2.1%

6.0%

48.4%

50.2%

39.4%

29.1%

26.6%

16.3%

2.3%

9.6%

0% 20% 40% 60%

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ない

女性自身の積極性が十分でない

女性の有識者や人材の不足

家族の支援や協力が得られない

職場、地域において性別による役割分担や、

女性の能力に対する偏見がある

女性の能力開発（能力を伸ばすような研修など）

が不十分である

その他

わからない

男性

（n=284）

女性

（n=436）

49.1%

47.0%

38.7%

29.9%

27.1%

18.0%

2.2%

8.5%

33.8%

38.1%

17.0%

22.2%

28.3%

9.7%

2.6%

8.5%

0% 20% 40% 60%

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ない

女性自身の積極性が十分でない

女性の有識者や人材の不足

家族の支援や協力が得られない

職場、地域において性別による役割分担や、

女性の能力に対する偏見がある

女性の能力開発（能力を伸ばすような研修など）

が不十分である

その他

わからない

H27年調査

（n=776）

H22年調査

（n=845）
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.9%

39.6%

31.2%

30.5%

33.1%

16.9%

3.9%

12.3%

52.5%

43.5%

39.5%

38.5%

29.0%

21.5%

2.5%

7.5%

45.7%

54.3%

43.2%

26.5%

22.6%

15.0%

1.7%

10.7%

56.2%

47.8%

37.6%

24.2%

25.3%

19.7%

1.1%

3.9%

0% 20% 40% 60%

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ない

女性自身の積極性が十分でない

女性の有識者や人材の不足

家族の支援や協力が得られない

職場、地域において性別による役割分担や、

女性の能力に対する偏見がある

女性の能力開発（能力を伸ばすような研修など）

が不十分である

その他

わからない

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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・働いている人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・働いている人（男女別） 

 

 

 

 

46.4%

43.8%

40.3%

33.0%

26.2%

21.8%

8.7%

1.9%

0% 20% 40% 60%

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ない

女性自身の積極性が十分でない

女性の有識者や人材の不足

家族の支援や協力が得られない

職場、地域において性別による役割分担や、

女性の能力に対する偏見がある

女性の能力開発（能力を伸ばすような研修など）

が不十分である

わからない

その他

働いている人

（n=427）

48.3%

40.9%

40.3%

36.4%

24.4%

23.3%

1.7%

6.8%

45.0%

46.7%

41.5%

31.0%

27.5%

21.8%

1.7%

9.6%

0% 20% 40% 60%

女性の参画を積極的に進めようと

意識している人が少ない

女性自身の積極性が十分でない

女性の有識者や人材の不足

家族の支援や協力が得られない

職場、地域において性別による役割分担や、

女性の能力に対する偏見がある

女性の能力開発（能力を伸ばすような研修など）

が不十分である

その他

わからない

男性 働いている人

（n=176）

女性 働いている人

（n=229）
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問19．「男女共同参画社会」を形成するために、町（役場）は今後どのような施策に力を入

れれば良いと思いますか。（複数回答） 
 ・「働きやすい環境の整備」（57.0％）の割合が最も高くなっている。 

 ・男女別・年代別でも「全体」と概ね同じ傾向となっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.0%

35.4%

26.2%

22.2%

21.0%

20.7%

17.5%

16.8%

15.5%

2.1%

0% 20% 40% 60%

働きやすい環境の整備

経営者、事業主を対象に雇用機会、育児休業、

労働条件などの啓発を充実する

男女共同参画社会づくりについての啓発活動の充実

行政の審議会に女性委員を増やすなど行政への

参画の推進

女性のための職業教育、職業訓練などの

就職支援の充実

学校教育における男女平等教育の推進

女性グループ、女性リーダーの養成

福祉、健康、労働などの相談業務

女性の社会的な自立を目指す学級や講座の推進

その他

全体

（n=776）

54.6%

35.9%

30.3%

27.5%

21.1%

18.0%

21.5%

13.7%

16.9%

2.5%

58.9%

36.2%

22.7%

19.7%

21.1%

22.2%

14.9%

19.5%

16.3%

1.8%

0% 20% 40% 60%

働きやすい環境の整備

経営者、事業主を対象に雇用機会、育児休業、

労働条件などの啓発を充実する

男女共同参画社会づくりについての啓発活動の充実

行政の審議会に女性委員を増やすなど行政への

参画の推進

女性のための職業教育、職業訓練などの

就職支援の充実

学校教育における男女平等教育の推進

女性グループ、女性リーダーの養成

福祉、健康、労働などの相談業務

女性の社会的な自立を目指す学級や講座の推進

その他

男性

（n=284）

女性

（n=436）
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.4%

42.9%

13.6%

18.2%

23.4%

22.1%

18.2%

16.2%

10.4%

1.9%

58.0%

35.5%

19.0%

25.0%

21.5%

26.0%

20.5%

17.0%

19.0%

2.0%

52.1%

32.9%

28.6%

23.5%

20.5%

19.7%

15.8%

20.5%

15.8%

3.0%

51.1%

33.1%

41.0%

20.2%

16.9%

15.7%

16.3%

12.9%

16.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

働きやすい環境の整備

経営者、事業主を対象に雇用機会、育児休業、

労働条件などの啓発を充実する

男女共同参画社会づくりについての啓発活動の充実

行政の審議会に女性委員を増やすなど行政への

参画の推進

女性のための職業教育、職業訓練などの

就職支援の充実

学校教育における男女平等教育の推進

女性グループ、女性リーダーの養成

福祉、健康、労働などの相談業務

女性の社会的な自立を目指す学級や講座の推進

その他

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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問20．男女共同参画に関する言葉には下記のようなものがあります。この中で、あなたが見

たり、聞いたりしたことがある言葉を教えてください。（複数回答） 
 ・「男女雇用機会均等法」の割合（74.6％）が最も高く、次いで「DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び

被害者の保護等に関する法律）」（67.1％）、「育児・介護休業法」（66.1％）となっている。 

 ・男女別・年代別でも「全体」と概ね同じ傾向となっているが、「40・50代」は「DV防止法」（78.0％）、「育児・

介護休業法」（75.5％）が高くなっている。 

 
・全体 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.6%

67.1%

66.1%

46.0%

26.2%

12.2%

3.5%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80%

男女雇用機会均等法

DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護等に関する法律）

育児・介護休業法

男女共同参画社会基本法

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）

女性のエンパワーメント（女性が力をつけること）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康・権利）

知っている言葉はない

全体

（n=776）

80.3%

68.0%

65.5%

50.0%

29.9%

13.0%

2.8%

6.7%

72.9%

68.8%

67.4%

44.5%

25.9%

12.6%

3.9%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女雇用機会均等法

DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護等に関する法律）

育児・介護休業法

男女共同参画社会基本法

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）

女性のエンパワーメント（女性が力をつけること）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康・権利）

知っている言葉はない

男性

（n=284）

女性

（n=436）
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・年代別 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.6%

59.1%

55.8%

51.3%

43.5%

19.5%

5.2%

10.4%

80.0%

78.0%

75.5%

49.5%

40.5%

15.0%

6.0%

4.5%

74.8%

71.8%

69.7%

41.0%

17.9%

10.3%

2.6%

4.7%

65.2%

56.2%

59.6%

44.4%

7.3%

5.6%

0.6%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女雇用機会均等法

DV防止法（配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護等に関する法律）

育児・介護休業法

男女共同参画社会基本法

ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）

女性のエンパワーメント（女性が力をつけること）

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康・権利）

知っている言葉はない

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）
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４．男女平等意識について 

 

問21．次の分野で、男女の地位は平等であると思いますか。それぞれの分野について、あて

はまるものを選んでください。 
 ・「ウ 学校教育」では「男女は平等」割合（55.2％）が半数を超えているが、その他の項目では「男性の方

が優遇」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0%

10.8%

1.0%

5.7%

29.3%

11.9%

20.4%

14.4%

39.8%

42.1%

9.8%

36.3%

43.4%

29.6%

48.1%

51.4%

28.9%

24.2%

55.2%

32.7%

11.6%

31.3%

13.1%

13.4%

6.3%

2.6%

4.3%

2.7%

0.6%

2.1%

0.9%

1.9%

1.5%

0.4%

0.6%

0.4%

0.3%

0.8%

0.3%

0.1%

10.3%

12.0%

19.5%

15.5%

8.1%

16.8%

10.4%

11.9%

5.2%

7.9%

9.7%

6.7%

6.7%

7.6%

6.8%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 家庭生活で

（n=776）

イ 職場で

（n=776）

ウ 学校教育で

（n=776）

エ 地域社会（町内会、自治会）で

（n=776）

オ 政治の場で

（n=776）

カ 法律や制度の上で

（n=776）

キ 社会通念、慣習、しきたりの中で

（n=776）

ク 社会全体で

（n=776）

男性の方が非常に優遇 どちらかといえば男性が優遇

男女は平等 どちらかといえば女性が優遇

女性の方が非常に優遇 どちらともいえない・わからない

無回答
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・前回との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※矢印は前回調査よりも割合が増加したもの 

 

 

 

 

 

 

項目 調査年 男性優遇 男女は平等 女性優遇 合計

H27年調査 （n=776） 47.8% 28.9% 7.9% 776

H22年調査 （n=845） 57.2% 31.5% 7.9% 845

H27年調査 （n=776） 53.0% 24.2% 3.0% 776

H22年調査 （n=845） 63.8% 27.6% 4.0% 845

H27年調査 （n=776） 10.8% 55.2% 4.9% 776

H22年調査 （n=845） 14.9% 74.1% 6.3% 845

H27年調査 （n=776） 42.0% 32.7% 3.1% 776

H22年調査 （n=845） 58.6% 29.8% 7.1% 845

H27年調査 （n=776） 72.7% 11.6% 0.9% 776

H22年調査 （n=845） 71.2% 23.8% 1.1% 845

H27年調査 （n=776） 41.5% 31.3% 2.8% 776

H22年調査 （n=845） 41.3% 47.7% 6.5% 845

H27年調査 （n=776） 68.4% 13.1% 1.2% 776

H22年調査 （n=845） 73.5% 19.9% 3.1% 845

H27年調査 （n=776） 65.8% 16.9% 3.9% 284

H22年調査 （n=845） 69.9% 23.4% 3.0% 845

イ　職場で

ア　家庭生活で

ク　社会全体で

キ　社会通念、慣習、しきたりの中で

カ　法律や制度の上で

オ　政治の場で

エ　地域社会（町内会、自治会）で

ウ　学校教育で
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問22．今後、男女があらゆる分野でもっと平等になるために、最も重要だと思われることは

何でしょうか。 
 ・「女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会通念、慣習、しきたりを改める」の割合（30.9％）が最も高く、

次いで「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど積極的に能力・技能の向上を図る」

（24.1％）となっている。 

 ・男女別・年代別とも「全体」と概ね同じ傾向となっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9% 30.9% 24.1% 14.4% 8.5%

1.8%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

法律や制度の面で見直しを行い、男女差別につながるものを改める

女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会通念、慣習、しきたりを改める

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど積極的に能力・技

能の向上を図る
女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る

行政や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・

充実させる
その他

無回答

12.7%

14.7%

33.1%

30.3%

21.8%

26.4%

13.4%

15.1%

12.3%

6.0%

0.7%

2.3%

6.0%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

法律や制度の面で見直しを行い、男女差別につながるものを改める

女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会通念、慣習、しきたりを改める

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど積極的に能力・技

能の向上を図る

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る

行政や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・

充実させる

その他

無回答
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・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1%

16.5%

11.5%

18.0%

39.0%

31.5%

29.1%

25.8%

17.5%

25.0%

29.9%

21.9%

22.1%

15.5%

12.4%

9.6%

3.9%

9.0%

8.1%

12.4%

3.2%
0.5%

2.6%

1.1%

5.2%

2.0%

6.4%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

法律や制度の面で見直しを行い、男女差別につながるものを改める

女性を取り巻く様々な偏見や固定的な社会通念、慣習、しきたりを改める

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど積極的に能力・技

能の向上を図る
女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図る

行政や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・

充実させる
その他

無回答
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問23．「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。 
 ・「賛成」「どちらかといえば賛成」［賛成］は25.8％で、「反対」「どちらかといえば反対」［反対］は42.4％とな

っている。 

 ・男女別では、女性の「反対」（48.4％）が男性の「反対」（36.8％）を上回っている。 

 ・年代別では、年代が高くなるにつれて「賛成」の割合が高くなっている。 

 

・全体 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別 
 

 

4.5%

21.3% 23.8% 18.6% 28.7%
3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 どちらともいえない 無回答

4.6%

3.4%

25.4%

17.4%

20.8%

27.5%

16.5%

20.9%

29.2%

28.2%

3.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 どちらともいえない 無回答

2.6%

3.0%

4.7%

7.9%

17.5%

17.5%

24.8%

23.0%

22.7%

25.0%

23.1%

25.8%

23.4%

23.0%

17.1%

10.7%

31.8%

31.0%

27.8%

25.3%

1.9%

0.5%

2.6%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 どちらともいえない 無回答
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５．ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）防止について 
 

問24．あなたは、あなたの夫や妻、または恋人が、次のようなことをした場合、それを暴力

だと思いますか。 
 ・「ア 大声で怒鳴る」については、「暴力の場合と、そうでない場合がある」の割合が約6割となっている。 

 ・その他の項目については、「どんな場合も暴力にあたると思う」の割合が半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.6%

66.5%

51.9%

74.1%

62.5%

66.9%

69.3%

76.8%

83.4%

59.7%

21.9%

30.5%

13.7%

24.9%

18.7%

15.9%

13.8%

8.4%

8.4%

5.9%

10.8%

5.8%

6.6%

8.5%

8.5%

3.6%

2.7%

4.4%

5.7%

6.7%

6.4%

6.1%

5.9%

6.3%

5.8%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 大声で怒鳴る

（n=776）

イ 「誰のおかげで生活できるんだ」

「甲斐性なし」などと言う

（n=776）

ウ 交友関係や電話・メールを細かく

監視する

（n=776）

エ 生活費を渡さない

（n=776）

オ 何でも勝手に決め、命令する

（n=776）

カ 何を言っても無視し続ける

（n=776）

キ 見たくないのにポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

（n=776）

ク いやがっているのに性的行為を

強要する

（n=776）

ケ 医師の治療が必要とならない

程度の暴行をする

（n=776）

どんな場合も暴力にあたると思う 暴力の場合と、そうでない場合がある

暴力にあたるとは思わない 無回答
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問25．あなたは、あなたの夫や妻、または恋人から暴力を受けた経験はありますか。 
 ・「ある」の割合が14.2％となっており、女性では20.6％となっている。 

 ・年代別では「40・50代」が他の年代に比べて「ある」の割合がやや高い状況にある。 

 

・全体 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別 
 

 

 

 

 

 

 

14.2% 82.0%
3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

ある ない 無回答

5.3%

20.6%

90.5%

76.1%

4.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

ある ない 無回答

13.6%

17.0%

14.1%

11.8%

83.1%

81.5%

80.8%

83.1%

3.2%

1.5%

5.1%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

ある ない 無回答
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＜暴力を受けたことがある人におたずねします（問25で「１．ある」と回答した人）＞ 

問26．受けた暴力の内容を教えてください。（複数回答） 
 ・「大声で怒鳴られた」の割合（65.5％）が第1位で、次いで「医師の治療が必要とならない程度の暴行を受

けた」の割合（48.2％）が第2位となっている。 

 ・男女別でも「全体」と概ね同じ状況にあるが、上記2項目について、女性が男性を大きく上回っている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.5%

48.2%

27.3%

26.4%

23.6%

21.8%

20.0%

17.3%

12.7%

10.0%

4.5%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80%

大声で怒鳴られた

医師の治療が必要とならない程度の暴行を受けた

「誰のおかげで生活できるんだ」「甲斐性なし」などと言われた

交友関係や電話を細かく監視された

生活費を渡されなかった

いやがっているのに性的行為を強要された

何でも勝手に決め、命令された

何を言っても無視し続けられた

医師の治療が必要となる程度の暴行を受けた

命の危険を感じるくらいの暴行を受けた

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せられた

その他

暴力を受けた人

（n=110）

46.7%

33.3%

26.7%

13.3%

20.0%

6.7%

6.7%

20.0%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

71.1%

51.1%

26.7%

27.8%

25.6%

23.3%

22.2%

17.8%

14.4%

11.1%

5.6%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80%

大声で怒鳴られた

医師の治療が必要とならない程度の暴行を受けた

「誰のおかげで生活できるんだ」「甲斐性なし」などと言われた

交友関係や電話を細かく監視された

生活費を渡されなかった

いやがっているのに性的行為を強要された

何でも勝手に決め、命令された

何を言っても無視し続けられた

医師の治療が必要となる程度の暴行を受けた

命の危険を感じるくらいの暴行を受けた

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せられた

その他

男性

（n=15）

女性

（n=90）
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問27．あなたは、夫や妻、または恋人から暴力を受けた際、誰かに打ち明けたり、相談しま

したか。（複数回答） 
 ・「どこ（誰）にも相談しなかった」の割合（50.9％）が第1位で、第2位「友人・知人に相談した」（30.0％）、第3

位「家族に相談した」（21.8％）となっている。 

 ・男女別では、男性の80.0％が「どこ（誰）にも相談しなかった」と回答している。一方、女性では33.3％が

「友人・知人に相談した」と回答している。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.0%

21.8%

5.5%

3.6%

2.7%

2.7%

1.8%

0.9%

0.0%

50.9%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人に相談した

家族に相談した

警察に連絡・相談した

民間の機関（弁護士会、民間シェルターなど）に相談した

女性相談所、女性相談員に相談した

医師に相談した

その他の公的な機関に相談した

男女共同参画センター相談員に相談した

人権擁護委員に相談した

（法務局・地方法務局の人権相談窓口を含む）

どこ（誰）にも相談しなかった

その他

暴力を受けた人

（n=110）

13.3%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

80.0%

0.0%

33.3%

24.4%

6.7%

4.4%

3.3%

3.3%

1.1%

1.1%

0.0%

46.7%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人・知人に相談した

家族に相談した

警察に連絡・相談した

民間の機関（弁護士会、民間シェルターなど）に相談した

女性相談所、女性相談員に相談した

医師に相談した

その他の公的な機関に相談した

男女共同参画センター相談員に相談した

人権擁護委員に相談した

（法務局・地方法務局の人権相談窓口を含む）

どこ（誰）にも相談しなかった

その他

男性

（n=15）

女性

（n=90）



56 

＜問27で「１０．どこ（誰）にも相談しなかった」と回答した人におたずねします。＞ 

問28．どこ（誰）にも相談しなかった理由を教えてください。（複数回答） 
 ・「自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思ったから」の割合（44.6％）が第1位で、第2位

「相談するほどのことでもないと思ったから」（33.9％）、第3位「相談しても無駄だと思ったから」（32.1％）と

なっている。 

 ・男女別では、女性の第1位は「自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると思ったから」

（47.6％）で、男性の第1位は「相談するほどのことでもないと思ったから」「相談しても無駄だと思ったか

ら」（各50.0％）となっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.6%

33.9%

32.1%

30.4%

28.6%

17.9%

17.9%

12.5%

8.9%

5.4%

5.4%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80%

自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると

思ったから

相談するほどのことでもないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっと酷い

暴力を受けると思ったから

どこ（誰）に相談してよいのかわからなかったから

担当者の言動で、不快な思いをすると思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

その他

相談しなかった人

（n=56）

33.3%

50.0%

50.0%

41.7%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

47.6%

31.0%

28.6%

26.2%

28.6%

19.0%

19.0%

16.7%

11.9%

7.1%

7.1%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80%

自分さえ我慢すれば、このままなんとかやっていけると

思ったから

相談するほどのことでもないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっと酷い

暴力を受けると思ったから

どこ（誰）に相談してよいのかわからなかったから

担当者の言動で、不快な思いをすると思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

その他

男性

（n=12）

女性

（n=42）
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問29．あなたは、あなたの夫や妻、または恋人に暴力をふるったことがありますか。 
 ・「ある」の割合が10.6％となっている。（宮崎県は28.9％：平成22年度） 

 ・男女別では、男性の16.5％が「ある」と回答している。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別 

 

 

 

 

16.5%

6.0%

76.8%

83.9%

6.7%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

ある ない 無回答

5.8%

11.0%

13.2%

10.7%

90.9%

83.5%

73.5%

75.8%

3.2%

5.5%

13.2%

13.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

ある ない 無回答

10.6%

28.9%

80.0%

71.1%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高鍋町

（n=776）

宮崎県

（N=1,257）

ある ない 無回答
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＜暴力をふるったことがある人におたずねします＞ 

問30．ふるった暴力の内容を教えてください。（複数回答） 
 ・「大声で怒鳴った」の割合が8割となっている。 

 ・男女別では男性は「大声で怒鳴った」の割合が高いのに対し、女性は「何を言っても無視し続けた」の割

合（26.9％）が男性（10.6％）より高くなっている。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.5%

30.5%

14.6%

6.1%

4.9%

3.7%

3.7%

2.4%

2.4%

0.0%

0.0%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大声で怒鳴った

医師の治療が必要とならない程度の暴行をした

何を言っても無視し続けた

医師の治療が必要となる程度の暴行をした

生活費を渡さなかった

「誰のおかげで生活できるんだ」「甲斐性なし」などと言った

いやがっているのに性的行為を強要した

交友関係や電話を細かく監視した

何でも勝手に決め、命令した

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せた

命の危険を感じるくらいの暴行をした

その他

暴力をふるった人

（n=82）

87.2%

29.8%

10.6%

8.5%

4.3%

4.3%

6.4%

0.0%

2.1%

0.0%

0.0%

0.0%

65.4%

30.8%

26.9%

3.8%

3.8%

3.8%

0.0%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大声で怒鳴った

医師の治療が必要とならない程度の暴行をした

何を言っても無視し続けた

医師の治療が必要となる程度の暴行をした

生活費を渡さなかった

「誰のおかげで生活できるんだ」「甲斐性なし」などと言った

いやがっているのに性的行為を強要した

交友関係や電話を細かく監視した

何でも勝手に決め、命令した

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せた

命の危険を感じるくらいの暴行をした

その他

男性

（n=47）

女性

（n=26）
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問31．あなたは、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）相談窓口を知っていますか。（高鍋

町役場政策推進課、宮崎県女性相談所等） 
 ・「知らない」の割合が約6割となっている。 

 ・年代別では「20・30代」で7割が「知らない」と回答している。 

 

・全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.8% 61.5% 8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=776）

知っている 知らない 無回答

32.4%

28.7%

59.9%

63.3%

7.7%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=284）

女性

（n=436）

知っている 知らない 無回答

22.7%

35.5%

31.6%

26.4%

70.8%

58.5%

58.1%

62.9%

6.5%

6.0%

10.3%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20・30代

（n=154）

40・50代

（n=200）

60代

（n=234）

70代以上

（n=178）

知っている 知らない 無回答
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第２章 小中学生アンケート調査結果 
問１．あなたの性別を教えてください。 
 回答者のうち、女子は 52.9％、男子は 45.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．あなたと一緒に住んでいる人を選んでください。（複数回答） 
 ・「お母さん」の割合（95.2％）が第 1位で、第 2位「兄弟姉妹」（83.5％）、第 3位「お父さん」（76.8％）となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３．あなたの家で働いている人は、だれですか。（複数回答） 
 ・「お母さん」の割合（80.1％）が最も高く、次いで「お父さん」（78.7％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

95.2%

83.5%

76.8%

17.9%

14.3%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん

兄弟姉妹

お父さん

おばあちゃん

おじいちゃん

その他

小中学生

（n=357）

80.1%

78.7%

10.6%

10.1%

9.2%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん

お父さん

おばあちゃん

おじいちゃん

兄弟姉妹

その他

小中学生

（n=357）

45.1% 52.9%
2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生

（n=357）

男子 女子 無回答
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問４．あなたの家で料理・掃除・洗濯などの家事は、だれがしていますか。（複数回答） 
 ・「お母さん」の割合（93.0％）が最も高く、9割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５．あなたは、料理・掃除・洗濯などの家事は、だれがするのが一番良いと思いますか。 
 ・「男の人と女の人が協力する」（59.7％）の割合が最も高い。 

 ・男子と女子で比較すると、「男の人と女の人が協力する」の割合は男子（54.7％）よりも女子（65.6％）が

10.9ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93.0%

38.1%

36.1%

25.2%

18.2%

4.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お母さん

自分

お父さん

兄弟姉妹

おばあちゃん

おじいちゃん

その他

小中学生

（n=357）

2.0%

3.7%

0.5%

22.1%

24.2%

20.6%

59.7%

54.7%

65.6%

10.6%

11.8%

10.1%

4.2%

5.6%

3.2%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

（n=357）

男子

（n=161）

女子

（n=189）

主に男の人 主に女の人

男の人と女の人が協力する わからない

その他 無回答
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問６．あなたは、お金を稼ぐ仕事は、だれがするのが一番良いと思いますか。 
 ・「男の人と女の人が協力する」の割合（57.7％）が最も高い。これを男子・女子別でみると、男子が 49.1％、

女子が 66.1％で女子が 17.0ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７．あなたは、子どもが小さいときの子育ては、だれがするのが一番良いと思いますか。 
 ・「男の人と女の人が協力する」の割合（59.9％）が最も高く、次いで「主に女の人」（31.1％）となっている。 

 ・男子と女子で比較すると、「男の人と女の人が協力する」の割合は、男子（52.2％）よりも女子（68.3％）の

方が 16.1ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.7%

35.4%

22.2%

2.2%

1.9%

2.6%

57.7%

49.1%

66.1%

9.0%

9.9%

8.5%

1.4%

2.5%

0.5%

2.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

（n=357）

男子

（n=161）

女子

（n=189）

主に男の人 主に女の人

男の人と女の人が協力する わからない

その他 無回答

1.1%

1.2%

1.1%

31.1%

36.6%

27.0%

59.9%

52.2%

68.3%

5.6%

8.1%

3.7%

0.3%

0.6%

2.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

（n=357）

男子

（n=161）

女子

（n=189）

主に男の人 主に女の人

男の人と女の人が協力する わからない

その他 無回答
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問８．「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。 
 ・小中学生は「賛成」（36.4％）と「反対」（36.1％）がほぼ同じ割合となっている。このことについて、一般の

人と比較すると、「賛成」は小中学生の方が 10.6ポイント上回っている。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※一般アンケート（P51再掲）：「賛成」「反対」は、一般アンケートの「賛成」と「どちらかといえば賛成」、「反対」と「ど

ちらかといえば反対」の合算としている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９．あなたは「男女共同参画社会」という言葉を聞いたことがありますか。 
 ・「聞いたことがない」の割合（65.8％）が 3分の 2 となっている。 

 

 

 

 

14.0%

19.9%

9.5%

22.4%

18.6%

25.4%

19.3%

15.5%

23.3%

16.8%

11.8%

21.7%

25.5%

32.9%

20.1%

2.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生全体

（n=357）

男子

（n=161）

女子

（n=189）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 どちらともいえない 無回答

5.9%

26.3% 65.8%
2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学生

全体

（n=357）

聞いたことがあり、意味も知っている 聞いたことはあるが、意味は知らない

聞いたことがない 無回答

25.8%

36.4%

42.4%

36.1%

28.7%

25.5%

3.1%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般

（n=776）

小中学生

（n=357）

賛成 反対 どちらともいえない 無回答


